
 

 

 

 

 

  お申込方法について 
 [募 集］ 900名（多数の場合は抽選） 
 [お申込]往復はがきで必要事項をご記入のうえ、お申込ください。 
 （往信用裏面） 
①催し名②希望人数（1名又は２名）③代表者住所④代
表者氏名⑤年齢⑥電話番号⑦今後、お知らせの提供
を希望する方は「お知らせ希望」とお書きください。 

 （返信用表面） 
 お申込代表者の住所、氏名 
 [締  切] 平成27年６月12日（消印有効）〈多数抽選〉 
 [結果通知] 平成27年６月22日頃発送予定 
 [参加費] お一人様１,500円※ 
        ※参加費は、「東京歴史まちづくりファンド」への寄附

金とさせていただきます。 
 [宛  先]〒163‐8001 新宿区西新宿2－8－1           
     東京都都市整備局都市づくり政策部緑地景観課 
                         03（5388）3359 

 
早稲田大学 
早稲田キャンパス 

都電荒川線 
早 稲 田 駅 

 

東 西 線 
早稲田駅 

大隈記念講堂 

7/27（月）早稲田大学大隈記念講堂 
           新宿区西早稲田 1－6－1  

[18：00>>>20：30（開場 17：30）] 
第1部 講演会 
・大隈講堂に見る「昭和の夢ヒストリー」 

・歴史文化と音楽について 

 

第２部 クラシックコンサート(ピアノトリオ) 
■共催 東京都 公益財団法人東京都防災・建築まちづくりセンター 
■後援 早稲田大学文化推進部 新宿区 

 早稲田大学周辺商店連合会 
■協賛 ㈱佐藤総合計画  戸田建設㈱ 

バス亭（早 77） 

バス停（学02、早81） 

出口 3b 
出口 3a 

 歴史的な価値を持つ建造物は、まちの記憶を次世代に引き継ぐ貴重な景観資源です。地域の景観を
特徴づける歴史的建造物を次代に継承していくために、個人や法人の皆様から寄附を募っています。頂
いた寄附はファンドに積み立て、都選定歴史的建造物の保存に係る助成に活用させていただきます。この
取組にご賛同頂き、寄附のご協力をよろしくお願いします。             
                                                                    

 

歴史的建造物の保存を支援するチャリティコンサート 

バイオリン 

 町田 琴和 

ピアノ 

 山城 裕子 

町 田 琴 和（ベルリンフィルハーモニー第一バイオリン奏者）、 

ステファン・ギルグベルガー（ベルリン交響楽団首席チェリスト）、 

山 城 裕 子（ソリスト 鳥取大学非常勤講師）共演によるピアノトリオ 
                           プロデュース 浮ヶ谷孝夫    

 

 

フランツ ヨーゼフ ハイドン   ピアノ三重奏曲第 25番ト長調 

ヨハネス ブラームス        ピアノ三重奏曲第３番ハ短調 op.101 

フェリックス メンデルスゾーン ピアノ三重奏曲第１番ニ短調 op.49 

 

《演奏予定曲目》 

 
早稲田大学大隈記念講堂  

〈昭和２年建築〉 
 
平成 11年 

東京都選定歴史的建造物に選定 

平成 19年 

重要文化財に指定 

 

新目白通り 

早大通り 

早稲田通り 

・都電荒川線 
早稲田駅 徒歩5分 

・東京メトロ東西線 
早稲田駅 徒歩7分 

・都バス 
早大正門 （徒歩1～3分）  

学02 高田馬場駅前発 

早 81 渋谷駅東口発 

早 77  新宿駅西口発 

チェロ  

ステファン・ギルグ・ベルガー 



早稲田大学大隈記念講堂 重要文化財 

早稲田大学大隈記念講堂は、創立者である大隈重信に対する記念事業として計画され、同

大建築学科の佐藤功一教授と佐藤武夫助教授が設計し、同教授の内藤多仲が構造を担当

し、戸田組（現在の戸田建設㈱）の施工により、昭和２年 10月 15日に竣工しました。 

 早稲田大学大隈記念講堂は、早稲田のシンボル的存在であり、ロマネスク様式を基調として

ゴシック様式を加味した我が国近代の折衷主義建築の優品として高い価値があります。また早

稲田大学建築学科で永く教鞭をとり、多くの建築家を育てた佐藤功一の代表作でもあります。 

 

早稲田地球感謝祭 2013 

出典：「早稲田の街・・・わせまちドットコム」HP 

    

 

 

 

 

 

◆早稲田大学大隈記念講堂の保存・改修について 

 【設計：株式会社佐藤総合計画  施工：戸田建設株式会社】  
 

早稲田大学創立 125 周年を記念して、平成 19 年に改修工事を実施。内外とも建築の形態や

デザインは継承を基本とした上で、将来に向けて、多機能性の付加、快適性・安全性・耐久性

の向上を図り、多機能型文化ホールへと生まれ変わりました。 

■外部改修 

・外壁タイル・テラコッタ等の復元改修を実施 

・大隈記念講堂の歴史的価値を尊重し、一部タイルを保存   

    ・石仕上げ改修として、現状をできるだけ保存しながら補修 など 

■内部改修 

・天井補強工事を行うことにより、現況天井を保存 

・椅子改修として、竣工時の姿を復元し新設 

・冷暖房設備の新設 

・機能型へより特化した映像ホールへの再生・進化 

・耐震補強の実施 

・バリアフリー化 など 

◆早稲田周辺のまちづくり活動について 

【早稲田大学周辺商店連合会】 
  

早稲田大学の周辺には７つの商店会（加盟店数 400

件）、神田神保町に次ぐ古書店街があり、早稲田大学、

学生、小中高校、地域住民をはじめとした様々な方と連

携・協力し、早稲田大学周辺のまちづくり活動を進めてい

ます。 

毎年９月に早稲田キャンパスを主会場として開催される

地球感謝祭は、イベントをきっかけにまちを変えていくとい

うコンセプトをもとに開催され、３万人を超す来場があります。 

大講堂の客席 


